
●性別 

男性：10 人、女性：11 人 

●年齢 

～17 歳：1 人 

18～29 歳：2 人 

50～59 歳：2 人 

60～64 歳：1 人 

不明：16 人 

●続柄 
「父」：5 人、「母」：8 人、「息子」：2 人、 

「娘」：１人、「兄弟」：2 人、「姉妹」：

1 人、「その他」:2 人 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

                   

   

 

 

 

 

 

  

 
●性別 

男性：7 人、女性：11 人 

●年齢 

～19 歳：4 人、20～29 歳：4 人、30～39 歳：

1 人、40～49 歳：5 人、50～59 歳：3 人、 

60～64 歳：1 人 

●障害種別（複数回答・重複障害を含む） 

身体障害：1 人、知的障害：12 人、精神障害：3

人、その他：4 人 

●障害支援区分 

区分 1：1 人、区分 2：4 人、区分 3：1 人、 

区分 4：1 人、区分 5：1 人、区分 6：2 人、 

区分なし：8 人 

●行動障害 

強い行動障害がある：3 人、 

行動障害がない：15 人 

 
 
 

 
●本人          5 件 

●家族・親族       3 件 

●近隣住民・知人     2 件 

●医療機関関係者     7 件 

●教職員         1 件 

●相談支援専門員     8 件 

●施設・事業所の職員     10 件 

●当該市町行政職員        2 件 

●その他         1 件 
※１件の事案に対し複数の者から相談・通報が

あった場合、それぞれの該当項目に重複して計

上されるため、合計数は 38 件と一致しない。 

市町職員が判断した主な虐待の発生要因や状況（複数回答） 

虐待者が虐待と認識していない 

虐待者の知識や情報の不足 

家庭における被虐待者と虐待者の虐待発生までの人間関係 

被虐待者の介護度や支援度の高さ 

38 件 
（全て市町が受付） 

 

 

 

 

 

 

虐待事例に対する措置 

●虐待者と分離した人数         8 人 
①障害福祉サービスの利用    ・・・7 人 

②やむを得ない事由等による措置 ・・・1 人 

令和 3 年度 佐賀県障害者虐待対応状況調査＜養護者による障害者虐待＞ 

※分離を行っていない事例における対応として、全

ての事例で「再発防止のための定期的な見守りの実

施」を行っている。 

相談・通報 

虐待者 21 人 

●事実確認調査を行った 

事例        25 件 

 
●相談・通報・届出を受理し

た段階で明らかに虐待では

ない等事実確認調査不要と

判断した事例   13 件 

●虐待者と分離していない人数      3 人 

●もともと虐待者とは別居の被虐待者数  6 人 

事実確認調査

●対応について検討・調整中、その他    1 人 

被虐待者 18 人 

市町受付 

虐待行為の類型（複数回答） 

 身体的虐待 性的虐待 心理的虐待 放棄、放置 経済的虐待 

件数 5 2 2 6 10 

※１件の事例に対し、複数の虐待行為に該当する場合、それぞれの該当項目に重複して計

上されるため、合計数は虐待判断事例件数と一致しない。 

虐待の事実が認

められた事例 

 

 

 

 
 

●被虐待者数 

18 人 

●虐待者数 

21 人 

18 件 


